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〈史料紹介〉
史料紹介「関東代官竹垣直道日記」 （３）
西
　
沢
　
淳
　
男
凡
　
例
一、
 本稿は、東京大学史料編纂所蔵「竹垣直道御代官日記」廿九、嘉永三年（一八五〇）正月〜六月迄を翻刻したものである。
一、
 翻刻にあたって 原則として原本の体裁を尊重するようにした。特別な場合を除き常用漢字に改め、読みやすくする めに適宜読点「、 」と並列点「・」をつけた。
一、
 異体字は正字または新字に改めた。変体仮名は平仮名に改め 。合字の「ゟ」 （より）はそのままとした。助詞として使用されている、 「江」 （え・へ） ・ 「而」 （て ・ 「与」 （と） ・ 「ニ」 （に） ・ 「者」（は） ・ 「茂」 （も）及び并などは、活字を小さくして使用した。
一、
 虫損箇所は、□・
[　　
] で、判読不能文字は＊で示し、推読でき
た場合は（
　　
）で傍注とした。誤記 ・ 意味不明などの場合には、
正字を傍注とするか （ママ）を付した。脱字は
　
脱）と注記
した。疑念が残る場合には、 （
　
カ）を加えた。
一、
 抹消された文字で判読できる場合は、文字を示し、文 に抹消記
号として
＝
を入れ、訂正文字がある場合、わきに記した。
抹消文字が判読できない場合、□・ ［
　　
］に抹消記号として
＝
を入れ、訂正後の文字がある場合、わきに記した。
一、
 平出は二字あけ、関字については一字あけとした。
一、
 日記中の図版は、そのまま手を加えず複写した。

（にしざわ
　
あつお・高崎経済大学地域政策学部准教授）
（表紙）
廿九　
従嘉永三庚戌年
　
正月至六月
　　
日
　
次
　
記
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正月朔日
　
晴
　
日蝕夕七っ時一分
一、暁七っ半時、家族如家例年賀を祝ス一、役所一統年礼を受ル、詰合之もの共計罷出ル一、
 正六っ時登
（平出）
城、奉行衆其外年礼申述ル、於御例席、年始御
礼申上ル、相済弁当、九っ時比退出、廻勤如左
　　　
松平伊賀守殿
　　
松平玄蕃頭殿
　　
本多越中守殿
　　
久須美佐渡守殿
　　 　　　　　
 是
者通、 順三郎 ・ 三郎太郎
ニ逢、 佐渡守殿逐々
順快之よし
　　　
本庄安芸守殿
　　
牧野備前守殿
　　
戸田山城守殿
　　
酒井右京亮殿
　　
遠藤但馬守殿
　　
松平和泉守殿
　　
久世大和守殿
　　
阿部伊勢守殿
　　
大岡主膳正殿
　　
池田播磨守殿
　　
 右相済、八っ半時過帰○青山禄平申置○御鷹野役所見廻、地方役所見廻、夫ゟ帰宅
一、河野七太郎入来、逢一、戸田嘉十郎其外年賀来人百拾人余　　
同二日
　
晴
一、朝五っ時出宅、年礼如左　　　
川崎平右衛門
　　　
土屋帯刀
　　　
松平河内守殿
　　　
立田岩太郎
　　
丹羽左近
　　　　　
小泉次大夫様通
　　
西尾寛一郎
　　　　
松井助左衛門
　　
増田金五郎
　　
大熊善太郎
　　
小田又七郎
　　
里見源左衛門
　　
河野七太郎通
　　　
石河土佐守殿
　　
後藤一兵衛
　　　　
大草太郎左衛門通弁当
　　
松井十左衛門
　　　
吉岡栄之助
　　
河嶋才右衛門
　　
塚越藤助
　　
小高登一郎
　　　　
森唯五郎
　　
豊田藤之進
　　
小林藤之助
　　
右相仕舞○御鷹野役所見廻、八っ半時比帰宅
一、来客　　　
勝田次郎
　　　　　
林部善一郎
　　
吉川銚七郎
　　　　
築山金八郎
　　
井上新右衛門
　　　
竹内清太郎
　　
里見源左衛門
　　
赤木唯五郎
　　
高山又蔵
　　　　　
奥村季五郎
　　
細田三右衛門
　　　
吉田条太郎
　　
鈴木大太郎
　　　　
安西惣助
　　
平塚金兵衛
　　
関捨四郎
　　
近藤 格
　　　　　
松井助左衛門
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右之外三拾人余
　　
同三日
　
朝曇昼ゟ晴風
一、早昼
ニ而
出宅、年礼如左廻勤
　　　
松本十郎兵衛
　　　
柑本兵五郎
　　
本多寛司
　　　　　
鈴木大太郎
　　
岩田鍬三郎
　　　　
高橋平作
　　
 宅
江立寄、上蔵ゟ品々出し持参ル、昇三郎
江年玉金百疋遣ス、同
人留守妻
江渡ス
　　　
田口小右衛門
　　　
関保右衛門通、妻
ニ逢
　　
長谷部彦左衛門
　　
川嶋藤八郎
　　
木村義兵衛
　　　　
服部三郎左衛門
　　
鶴小十郎
　　　　　
田中庄次郎
　　
増嶋濤太郎
　　　　
戸田嘉十郎
　　
荒川清兵衛
　　
成瀬藤右衛門
　　
勝安兵衛通
　　
佐々木循輔
　　
右相仕舞、七っ時比帰宅
一、来客　　　
川嶋才右衛門
　　　
田口小右衛門
　　
高橋平作
　　　　　
田中庄次郎
　　
後藤与兵衛
　　　　
長谷部彦左衛門
　　
小田又七郎
　　
青山禄平通
　　　
高橋鏈之助
　　　　
土屋帯刀
　　
屋代増之助
　　
小笠原信助
　　
岩田鍬三郎
　　
岡田利喜次郎
　　
右之外廿九人
　　
同四日
　
晴
一、朝五っ時過出宅、駕籠、年礼廻勤　　　
小笠原信助
　　　　
永井能登守
　　
清岸院拝礼
　　
安藤惣左衛門通
　　
細田三右衛門
　　　
内藤市十郎
　　
松平釣之助通一同逢弁当、 後家
江肴代金弐分りの
江金壱分相贈ル
　　
西井源次郎
　　　　
篠本彦次郎
　　
竹内清太郎
　　
安西惣助
　　
井上新右衛門
　　　
高山又蔵
　　
平塚金兵衛
　　
右相済、八っ半時過帰宅
一、来客
　
　　　
荒井清兵衛
　　　　
大草太郎左衛門
　　
佐々木循輔
　　
中村八太夫
　　
小泉次太夫様御通
　
岸本金八郎
　　
小笠原鍋三郎
　　　
戸田久次郎
　　
大澤三七郎通
　　
森川兵助
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勝安兵衛通
　　
右之外拾七人
　　
同五日
　
晴
一、朝五っ時比出宅、年礼廻勤如左駕籠　　　
内藤茂之助
　　　　
吉川銚七郎
　　
後藤与兵衛
　　
金井伊太夫
　　
杉浦十郎兵衛通
　　
高橋鏈之助
　　
屋代増之助
　　　　
吉田条太郎
　　
内山七兵衛
　　
勝田次郎
　　
林部善太左衛門
　　
田口加賀守
　　
岡田利喜次郎
　　　
堀田紀伊守殿
　　
戸田久助
　　　　　
岸本金八郎通弁当
　　
中村八太夫
　　　　
大澤三七郎通
　　
森川兵助
　　　　
石尾彦四郎通
　　
右相済、八っ半時過帰宅
一、来客　　　
柑本兵五郎
　　　　
大森善次郎
　　
内藤茂之助通
　　　
立田岩太郎
　　
大熊善太郎
　　　　
豊田藤之進通
　　
林部善太左衛門
　　
田口百介
　　
後藤一兵衛
　　　　
古山善一郎
　　　
竹村九郎右衛門
　　
内山伊三郎
　　
増嶋濤太郎
　　　　
内海多次郎逢
　　
右之外九人
　　
同六日
　
半晴
一、昼前御鷹野役所・地方役所共見廻一、来客　　　
山本新十郎
　　　　
篠本彦次郎
　　
都筑金三郎
　　
西尾寛一郎
　　
戸田五助
　　　　　
松井十左衛門
　　
金井伊太夫
　　　　
関保右衛門通
　　
右之外拾四人
一、
 近々
（平出）
右大将様
　
御成御沙汰
ニ付、明七日四時西丸
江罷出候様
御目付ゟ達有之候段石河土佐守殿ゟ三名達来ル、御受可伺、従御鷹野方差出
ニ付、一覧いたし相返ス
一、青山
江文通○日割打合、返書来ル
　　　
七日御規定自分
　
八日伺青山
　
九日自分
　　
同七日
　
昨夜ゟ雪積昼比ゟ止晴
一、
 朝五ッ時過西丸登
（平出）
城、新部屋申合有之、田村備後守・内藤
隼人正出席、近々遠
（平出）
御成之旨、御供揃六っ半時前千住筋之
旨申聞ル、九っ 帰○御鷹野役所出勤、富永惣五郎弐人扶持増
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青山申渡候段同人ゟ申聞ル○地方役所御用始
ニ付出勤、青山・斉
藤役所
江も立寄、及挨拶○当戌年役所懸訳元〆ゟ為申達候○御用
屋敷月番 ゟ受取○九っ半時比帰宅
一、先支配申送有之候もの如左、年礼受ル　　　　　　　　　　　　　　　
幸手宿
　　
名主見習
　　
辰三郎
　　
栗橋宿
　　
年寄
　　 　　　　　　　　
庄兵衛
　　 　　
杉戸宿
　　 　　
名主
　　 　　
三郎兵衛
一、来客　　　
石尾彦四郎通逢
　　
同八日
　
晴
一、
 朝四っ半時過御鷹野役所出勤○明九日六っ半時前之御供揃
ニ而 （平出）
右大将様千住筋
ニ被為
　
成候段被
（平出）
仰出候旨、 西丸出役申聞ル、
例之通諸色見分いたす○今日
　
御成伺青山之処、別段不罷出段同
人ゟ書通有之、及返書○地方役所見廻、九っ半時比帰宅
一、
 右
　
御成
ニ付、森内廉蔵召連夕七時過出宅、千住宿
江相越、同宿
壱丁目百姓藤屋半兵衛宅
江暮合着、泊○貫目役所詰手代石塚廉蔵
相越申置、宿役人共一同相越ス○夜八っ時比焚出所為見廻相越、□
八っ半時泊
江帰ル
　　
同九日
　
半晴昼比ゟ雨雪
一、
 朝五っ半時比ゟ御膳所掃部宿源長寺
江相越、小普請方詰所
ニ罷在、
日置藤蔵出役、御畳奉行金田藤七郎初
而出役いたし候由逢、木村
義兵衛詰合逢、 四っ半時過御場済注進有之、 御場所
江相越ス、 九っ
時前御入込
ニ成ル
一、
 九っ 過 膳所還
（平出）
御○御膳所前御得物鷺壱羽
一、
 御供右京亮殿・駿河守殿・飛彈守殿・御目付松本十郎兵衛・松下大学
一、
右
掃部宿名主勇三郎宅
ニ而
昼食
− 161 −
西　沢　淳　男
　　
右相済九っ半時比引払、浅草観音
江参詣、八っ時過帰宅
一、
 土佐守殿ゟ三名達、明十日上野
（平出）
御参詣路地悪敷
ニ付、御延引
之旨申来ル、御受見届遣ス
　　
同十日
　
晴
一、在宿、自分少々風邪気一、浅井宗寿入来逢、診察為致薬貰受、服薬　　
同十一日
　
晴
一、
 竹垣三右衛門様
江上書認も無名之封物一、表門格子
ニ挟有之候由、
門番人今朝持出候旨新五郎申聞
ニ付、右封物
者手元
ニ留置、明朝例
之通懸札為致旨申付ル
一、豊田敬之助来、逢一、塚越藤助年礼申置一、萬歳来 例之通祝ひ為致候一、関口見助娘来、初
而逢遣ス
　　
同十二日
　
半晴
一、自分風邪服薬、在宿一、戸田久助年礼
ニ来、申置
一、杉浦正一郎同断、逢一、斉藤
江文通
　　
同十三日
　
半晴
一、自分風邪同様在宿　　
同十四日
　
晴
一、自分風邪快方、在宿一、内藤市十郎殿入来通、逢　　
同十五日
　
晴
一、
 朝新五郎出ル、表門
ニ張訴状壱封有之、今朝門番人持出候処一覧、
上書御用御屋敷御代官様百姓共
与認メ有之、中
者自分役所一名
ニい
たし、鴻巣宿助郷村々
与有之、青山・斉藤
江廻ス、手元
ニ留メ
一、
 下総国香取郡岡飯田村献上之柑子、森内廉蔵持参見届ル、封印いたす、今日御賄所
ニ相納ル
　　　　　　　　　　　　　
下総国葛飾郡
　　 　　
上花輪村
　　
高梨兵左衛門
　　
右年礼
ニ出、今朝逢
一、昼前御鷹野
役（所脱カ）
地
方役所共出勤、見廻ル
一、森田林助妻来、初
而逢、三好甚蔵娘之由
一、安藤正三郎入来、逢
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同十六日
　
晴
一、朝五っ半時過出宅、駕籠　　　
佐渡守殿
　
 病気見舞相越、伽之衆
江鮨一折贈ル、佐渡守殿も逢
有之、追々快方之由、昼飯被振舞候、九っ半時比退散
　　　　
古山善一郎
　　　
山本新十郎
　　
大森善次郎
　　
右いつれも年始返礼申置
　　
豊田藤之進
　　
右
者敬之助昨日元服いたし候歓
ニ付参ル、通、逢
　　
右相仕廻、七っ時過帰宅
一、荒井清兵衛妻入来逢、酒飯振舞遣ス、夜
ニ入帰ル
一、
 昨日門番人差出候張訴状懸札之儀、今朝新五郎
江書通を以申付ル、
今朝ゟ例之通連名懸札致ス
　　
同十
八七
日
　
晴夜中雨
一、
 昼後両役所見廻○本所屋敷
江相越、自分居間
ニいたし居ル坐敷、
当方
江引移候
ニ付、今日ゟ取崩
ニ懸ル、七っ半時比帰宅
　　
同十八日
　
雨折々止
一、
 朝六っ半時過御鷹野役所出勤、七浦献上之候御肴見分致ス、一旦帰宅
一、 四っ時比両役所出勤、青山今日伝
（平出）
奏屋敷出勤之由
　　
 昼ゟ相越○近々
（平出）
　　　　
 御同道
　
御成御沙汰
ニ付、安芸守
殿御用有之、例之役人明十九日四時罷出居候様、御目付本多隼之助ゟ土佐守殿
江口達有之候段詰番長峯長兵衛申聞ル、八っ時比退
散帰宅
　　
同十九日
　
朝雨四っ時比ゟ止
一、
 朝五っ時過出宅、 登
（平出）
城、 四っ時過新部屋申合セ出席、 近々
（平
出）
亀有筋御同道
　
御成、御規定向例之通西丸御小納戸頭取出席
申合セ有之○田口小右衛門ゟ御鳥見加勢書付受取、帰宅後廉蔵
ニ
渡ス○後藤一兵衛ゟ今西久太夫跡之儀
ニ付内談有之、九っ半時比
帰○両役所出勤○其右衛門ゟ上野内談 承ル、八っ半時比帰宅
一、
 おたの・おみち同道、おるち部屋
江上ル、新五郎娘鶴召連参、止
宿之積
一、斉藤・青山
江文通、大坂金山寺遣ス、斉藤
者返書来ル
　　
同廿日
　
晴
一、朝青山ゟ昨日之返書、移
ニ大坂漬かぶ到来
一、
 朝五っ半時過御鷹野役所出勤、明日
（平出）
御成之諸式見分致ス、
地方役所休日に付見廻、九っ時過帰宅
一、
 夕七っ時前出宅、明日亀有筋
（平出）
御成
ニ付、立石村
江相越、隅田
川土手道ゟ墨田村梅屋敷
江立寄、いまた二分計開く、暮六っ時比
公方様右大将
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立石村名主新右衛門宅
江着、泊、供力、中間壱人・鎗・箱途中ゟ
返ス
一、夜分廉蔵・惣五郎相越、逢一、
 夜八っ時比起出、西丸焚出所見廻、御賦仕立方見届、八っ半時過帰宅
泊
江帰ル
　　
同廿一日
　
半晴
一、
 朝五っ時過立石村泊、出立、亀有村
江相越、昼食所
江立寄、夫ゟ
西丸御膳所百姓忠三郎宅
江罷越、青山参り居逢、小普請方黒坂丑
助、御畳奉行金田藤七郎詰合逢、四っ半時過御場済、
（平出）
御入込
ニ成
　　
右之通
（平出）
御目見相済
一、御供右京亮殿御目
ニ懸ル
一、御膳所前鴨二羽
　
御拳有之
一、
 御本丸之方
者　
御先注進間違、
（平出）
御成之節
（平出）
御目見
ニ不罷出、
奥向
江申立相済候由
一、
 九っ時比 膳所御引払
ニ成ル、夫ゟ昼食所
ニ而
支度いたし、黒坂・
金田同伴、水戸橋ゟ乗船、逐々両人
ニ別れ、多田薬師前ゟ上陸○
本庄屋敷
江立寄、用向相弁し、夕七っ時過帰宅
一、宗寿入来、逢　　
同廿二日
　
曇昼後雨
一、
 朝四っ時比出勤○武州足立郡沖之上村名主直次郎外弐人ゟ同村百姓要吉
ニ懸候一件吟味、同人
江始末書申付ル○昨日
　
御成諸色見
分致ス、八っ時過帰宅
一、御鷹野方中村源右衛門、明日
（平出）
御殿呼出候儀届出ル
　　
同廿三日
　
晴
一、
 朝五っ半時過役所出勤○近々浜御庭
江御成御沙汰之旨、朝比奈甲
斐守他弐人ゟ土佐守殿
江申来候段、詰番申聞ル○右同断之儀、御
目付鵜殿甚左衛門ゟ御同人
江申来候段前同断、八っ時過帰宅
一、
 小田切八大夫・小泉多門同道
ニ而
相越候由留守
ニ付、不逢、玉子・
蕎麦持参、移品差遣候よし
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同廿四日
　
晴夕曇
一、
 朝四っ時過役所出勤○明日浜
（平出）
御成
ニ付ハ、例之通諸色見分い
たす、八 比帰宅
　　
同廿五日
　
曇八っ時過ゟ時々雨
一、
 浜御庭
（平出）
御成
ニ付、 暁八っ半時過出宅、 木挽町七町目焚出所見廻、
直
ニ浜茶所
江相越、明六っ時比也、六っ半時比御庭
江被為入、例之
通
（平出）
御目見致ス、小泉勘左衛門宅
ニ而
休息、同人
ニ逢、八っ半時
過御色めき候注進有之、例之御場所
ニ相越
（平出）
御目見、夕七っ時
比還
（平出）
御、七っ半時比帰宅
一、宗寿来逢　　
同廿六日
　
晴
一、
 朝四っ時役所出勤○昨日
（平出）
御成残物其外見分いたす○斉藤
江相
越逢、御鷹野方人割之儀
ニ付、申上書持参打合いたす、小笠原信
助参合 八 半時過帰宅
　　
同廿七日
　
快晴
一、朝五っ半時過出宅、下御勘定所
江出ル
　　
一、手代抱入伺
　　　　　
本間庄太郎
　　
一、手代取立伺
　　
飯沼
　
要助
　　
一、御普請役元〆格願
　　
小林其右衛門
　　
一、手代上下勤願
　　　　
山口瀬左衛門
　　
 右竹内清太郎
江出ス、高橋平作
ニも右
ニ付及談判、九っ時過帰ル○
両役所出勤 八っ時比帰宅
一、柴山次郎吉入来、逢一、御母様御部屋、今日建前いたす　　
同廿八日
　
雨
一、
 朝五っ時登
（平出）
城、月並御礼申上ル○大熊ゟ八州廻渡辺薗十郎・
吉岡静助金壱両ツヽ加給差遣候義等打合有之、四っ半時過帰ル○両役所出勤、九っ時比帰宅
一、
 九っ半時過 宅 上野源光院
江参、院主
江初
而逢、飛彈春慶膳十人
前相贈ル、七っ時過退散○小林藤之助方
江不快見廻相越、逢、桜
味噌相贈ル、七っ半 帰宅
　　
同廿九日
　
晴
一、朝四っ時役所出勤、八っ時過帰宅一、渡辺園十郎外壱人加給之儀、大熊ゟ文通にて申来ル　　
同晦日
　
晴
一、
 朝六っ半時過登
（平出）
城○今五っ時御供揃
ニ而
、上野
（平出）
文恭院様
御霊前
江　
御参詣有之、四時過還
（平出）
御○四っ半時過新部屋申合
有之、近々御成御沙汰被
　
仰出、橋場筋御供揃六っ半時前其外申
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合有之、例之通
　　　
 但還
（平出）
御後着替いたし、平服
ニ成ル、一同之内、追々頭取御
目付
者熨斗目麻之侭
ニ而
出ル
　　
右相済九っ時過帰宅○役所出勤、九っ半時過帰宅
　　
二月朔日
　
半晴
一、
 朝四っ時場所出勤○斉藤役所申渡もの有之、自分申渡○明二日橋場筋
（平出）
御成被
　
仰出、御規定向昨日之通伺
ニ者
不罷出候、例之
通諸色見分いたす○馬場其外長屋向初
而及見、新五郎・惣五郎召
連、八っ時比帰宅
　　
同二日
　
曇折々雨
一、
 朝四っ時出勤○今日六っ半時出之御供揃
（平出）
公方様橋場筋
江被為
（平
出）
成、出役禄平○武州沖ノ上村名主直次郎其外ゟ同村要吉
江懸候
一軒熟談内済いたし、願之通吟味下申渡、八っ時過帰宅
一、小林其右衛門上野
江差遣、預証文受取来
一、みさ
（平出）
御殿ゟ下、止宿
　　
同三日
　
晴
一、四っ時出勤 八っ時比帰宅一、松本十郎兵衛ゟ奉札、組合年番相心得候様申来ル、受取為遣置く
　　
同四日
　
晴
一、四っ時出勤、八っ時過帰宅一、松本十郎兵衛
江中山昇三郎遣、年番断之儀申遣
一、
 八っ時過出宅○松本十郎兵衛
江相越、用人杉浦一之進
ニ逢、当戌
年番之儀申越候得共、是迄御代官御役中
者除
ニ相成来、殊
ニ当時御
用屋敷詰中之儀
ニ付、旁断候義之旨申述候処、御目付頭取相成候
已来、日勤又
者御用多之向共、一般相心得ル事
ニ相成、尤右
者御目
付頭取中取計
ニ候間、申聞候間、然ル上
者御用多候廉
者、仕来通之
義
ニ而
相心得候様可致候得共、御用屋敷詰合中之廉を以、除
ニ相成
候様いたし度段申述、留守 由
ニ而
帰宅之上、右之儀申聞候様
申置○関
江相越、供帰し夜食膳談話、桜味噌家内
江遣、夜五っ時
過帰宅
　　
同五日
　
晴
一、 四っ時出勤、八っ時過帰宅一、
 朝四っ時比糀町四丁目ゟ出火、 西北風
ニ而
追々大火
ニ成、 夜分迄処々
焼失、芝金杉辺迄焼失
一、
 右出火、久須美佐渡守殿風筋不宜候間 四っ半時過より龍太郎相越、昼比類焼いたし候由、八っ半時比追々持退品物差越ス
一、
 右
ニ付、七っ時比ゟ自分出宅、惣門前通
ニ而
龍太郎
ニ逢候処、久須
美家内一同立退候由
ニ付、直
ニ大川端本宅
ニ参候処、木村義兵衛帰
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り合、逢、関も立寄逢、豊田
江立退候趣
ニ而
直
ニ相廻り参、一同立
退居、逢 佐渡守殿
ニも被逢候、藤之進
者留守、六郎左衛門
者虎門
御役宅之方
江居候よし、不逢、暮合帰宅
一、順三郎
江文通、燭台
并上下夜具追々
ニ貸遣ス
　　
同六日
　
晴夕雨
一、四っ時出勤 初午前日半引
ニ付、九っ時比帰宅
一、久須美
江龍太郎参、六郎左衛門妻
ニおきくゟ品々相贈ル
一、
 松本十郎兵衛ゟ奉札、戌年番之儀自分方先格も有之上
者、御用屋
敷詰合中
者相除候積、当年番
者関播磨守
江相達候旨申越、承知之旨
返書為及候
　　
同七日
　
晴
一、初午
ニ付、役所休日
一、早朝稲荷
江参詣いたす
一、居間取繕、今日
ニ而
畳迄皆出来
　　
同八日
　
半晴
一、 四っ時出勤、八っ時過帰宅一、元光院
江文通、唐更紗一反・几懸一枚遣ス、留守受取来ル
　　
同九日
　
晴
一、朝五っ時過出宅　　　
一、郷村受取渡御届
　　
 右伊勢守殿用人三富甚左衛門・主膳正殿用人吉住源作
ニ逢、夫々
出ス○下御勘定所
江出ル
　　　
一、書役抱入伺
　
本庄
鉽
蔵
　　
一、手付替願
　　
石井鑵之助
　　
右岡田利喜二郎
江差上候積、高橋平作
江相渡ス、
（平出）
御殿
江出ル
　　
一、東海道箱根・今切御関所鉄砲通方御証文願
　　
一、龍太郎芸術短冊
　　
十枚
　　
右後藤一兵衛
江出ス
　　
 ○豊田
ニ逢、同人内談、佐渡守殿転移之儀云々、九っ時過帰ル○
役所出勤、直
ニ帰宅
一、
 八っ時比ゟ
江相越、六郎左衛門・順三郎
ニ逢、豊田内談之儀
申通、七っ時過帰宅
一、元光院ゟ文通、昨日之返書、組重一箱到来一、宗寿入来逢　　
同十日
　
曇
一、 四っ時出勤、八っ時過帰宅一、杉浦正一郎入来 通候由一、同人
江向、大川端
江銅炉其外遣、受取来
一、庭垣根今日出来
− 155 −
西　沢　淳　男
　　
同十一日
　
昨夜ゟ雨昼過雪交
一、 四っ時出勤、八っ時過帰宅　　
同十二日
　
晴
一、
 高橋平作
江文通、独立書一・通躬卿懐紙一為持遣ス○鈴木
江文通、
正宗酒切手為持遣ス、返書来○本庄
江金屏風其外取
ニ遣ス
一、朝四っ時出勤、八っ時過帰宅一、清岸院
江使遣し、類焼見廻木地蠟色八寸二・木綿一反遣ス
一、宮部孫八郎妻今日 産 女子出生候段届出ス　　
同十三日
　
晴
　
月清明星月を貫く
一、朝四っ時出勤、八っ時帰宅一、みさ下ル、止宿一、鈴木大太郎入来、逢　　
同十四日
　
曇
一、朝四っ時出勤、八っ時帰宅一、
 暮合塚越藤助ゟ大熊・自分・勝田・小笠原・鈴木連名切紙到来、明十五日奉行衆被仰渡候儀有之候間、同日四っ時
（平出）
御殿
江可罷
出旨申来ル、自分初
ニ而
、即刻小笠原
江順達いたす
　　
同十五日
　
曇時々雨
一、
 朝五っ時過登
（平出）
城、月並御礼申上ル○大熊・自分・勝田・小
笠原・鈴木
江伝
□
（平出）
奏屋敷非常駈付之儀、河内守殿申渡有之、
差引塚越藤助○小林其右衛門娘縁組願書、後藤一兵衛
江出ス○
十七日分中山誠一郎・佐州広間役大家与太夫、昨十六日支配勘定出役被
　
仰付候、明跡願書前同人
江出也、播磨守殿
江右之趣申上
ル○龍太郎芸術短冊認メ直し
候分十枚
之儀芦沢
江□
申談受取来ル
○岩田同道九っ時過帰○役所出勤、八っ時過帰宅
　　
同十六日
　
晴
一、四っ時出勤、八っ時過帰宅一、岡田利喜二郎ゟ切紙、明日四時
（平出）
御殿呼出申来ル
一、中山誠一郎来、逢、大家与太夫今日被為
　
召候段申聞ル
　　
同十七日
　
半晴
一、
 朝五っ半時登
（平出）
城、下御勘定所
江出ル○林部手付当分出役石井
鑵之助自分手付出役被
　
仰付候段、岡田利喜次郎申達、自分・善
太左衛門出席○飯沼要輔・本間愛輔取立抱入伺、山口瀬左衛門上下勤、夫々下知済、竹内清太郎申達、例之通承付いたし返上いたす、御殿
江出ル、手付手当渡之儀河内守殿申渡有之、差引利喜次
郎○後藤与兵衛逢、来月初旬
（平出）
右大将様小金井筋
江被為
（平出）
成候御沙汰之旨申聞ル、九っ時過帰○役所出勤、八っ時過帰宅
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同十八日
　
曇
一、朝四っ時出勤、八っ時過帰宅一、斉藤、今日全く忌明
（平出）
御殿
江出候よし
一、青山ゟ文通、白酒切手四枚到来、受取返書遣ス一、七っ時比出宅 本所
江参ル、明日おるち下
ニ付
一（ママ）
、入用之品々出し、夜
ニ入帰宅
一、普請向其外今日
ニて皆出来いたす
一、手付・手代共進退申渡　　
同十九日
　
雨昼ゟ晴
一、
 朝五っ時比おるち迎、侍弐人・中間壱人御広敷
江向差出ス、五っ
半時過表門通ゟ下宿いたし、久々
ニ而
面会いたす
一、
 出勤延刻断、青山・斉藤
江文通いたし置、四っ半時過出勤、九っ
半時過帰宅
一、
 昨夜表門
江張訴いたし候由之訴状壱通、斉藤ゟ相廻ス、松戸宿小
前共訴状也
一、元〆共四人おるち逢、金弐百疋ツヽ土産相贈ル一、
 竹内清太郎ゟ切紙、小林其右衛門義明後廿一日四時 御勘定所
江
召連候様申越
一、おるち宿下いたし候
ニ付、夕刻酒飯申付、家族一同会話いたす
一、正一郎ゟ文通、蒲団一返ス、及返書
　　
同廿日
　
晴
一、無記事　　
同廿一日
　
晴
一、朝五っ半時下御勘定所
江出勤、小林其右衛門召連ル
　　　　 　　　　　　　
御代官
　　
竹垣三右衛門手付
　　
御普請役格
　　 　　
小林其右衛門
　　
 右
者年来出精相勤候
ニ付、御普請役元〆格被
　
仰付、勤候内三拾
俵三人扶持
ニ御足高被成下候旨伊勢守殿
江伺之上、奉行衆被仰渡
之、右竹内清太郎申渡、差引深山右平太
（平出）
御殿
江出ル、九っ時
過帰、役所出勤、八っ時過帰宅
　　
同廿二日
　
風曇
一、朝四っ時出勤、八っ時過帰宅　　　　 　　　　　　　　
武州辻村
　　
百姓
　　
訴訟方
　　　　
馬次郎
　　
不法出入
　　　　　　　
同村
　　 　　
同
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相手方
　　　　
勘八郎
　　
右一ト通及吟味
　　
武州玄蕃新田
　　
百姓
　　
庄五郎
　　
右不行跡利解願一ト通相糺、手鎖・宿預申付ル
一、おるち其外一同浅草辺
江為見物参、早朝出、夜五っ時過帰宅
　　
同廿
四三
日
　
雨
一、朝四っ時過出勤、八っ時帰宅○武州幸手宿変死一件落着申渡　　
同廿四日
　
曇
一、朝四っ時出勤、八 帰宅一、今暁大熊善太郎ゟ奉札、今廿四日被為召候段申来ル一、八っ半時出宅、大熊
江参ル、逢、
（平出）
御簾中様御広敷御用人被
　　　
仰付候歓申述、酒飯被振舞、斉藤同道
ニ而
夜六っ半時過帰宅
一、おるち 河野方
江参ル、昼後ゟ参、五っ時比帰宅
一
、
　　
同廿五日
　
半晴
一、朝小笠原重平参逢一、
 朝四っ時出勤、八っ時過帰宅○玄蕃新田庄五郎糺之上、宿預差免
ス
　　
同廿六日
　
曇
一、朝四っ時出勤、八っ時過帰宅一、斉藤ゟ文通、おるち下
ニ付、使差越及返書、移品遣ス
　　
同廿七日
　
曇
一、朝四っ時出勤、八っ時過帰宅一、おきく・おるち・子供弐人浅草辺見物
ニ参ル、五っ時比帰宅
　　
同廿八日
　
曇
一、朝四っ時出勤、八っ時過帰宅一、勝安兵衛入来、逢　　
同廿九日
　
朝曇昼前ゟ晴
一、朝斉藤ゟ文通、及返書一、
 羽太庄左衛門隠居入来逢、おきく・おるち逢、縁談之儀申聞、及断
一、
 朝四っ半時過出勤○武州船渡村権兵衛訴状願方不相当
ニ付、及察
度、訴状下ル、九っ半時過帰宅
一、
 おきく・おるち・子供弐人・勝安兵衛同道 昼前大根河岸ゟ船
ニ
而墨水辺
ニ遊
ニ参ル、夜五半時帰ル
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一、
 久須美順三郎
江文通、類焼見廻、同人
江針貫太織一反・帯壱筋、
六郎左衛門
江木綿二巻・大状箱一つ相贈ル、受取来ル
一、関保右衛門旧臘歓為挨拶、銀刀三遣、返書来ル一、
 明朔日例刻早メ、河内守殿見廻有之候段御貸付役所ゟ三分御鷹野方
江達来ル
　　
三月朔日
　
曇時々小雨
一、朝五っ時過小林藤之助入来、逢、去月廿二日出勤いたし候由一、
 朝五っ半時出勤、四っ時前松平河内守殿御貸付役所
江被参、斉藤
一同出迎
ニ出、御目
ニ懸ル、御鷹野役所
并三分役所向御見廻有之、
一同罷出直
ニ退散有之、八っ時比退散帰宅
　　
同二日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同三日
　
雨
一、
 朝五っ時登
（平出）
城、 上巳之御礼申上ル○小林其右衛門御証文願出、
一兵衛
江出ス○同人縁組願奉行衆御聞届、達書受取、九っ時比帰
宅
一、家族・おるち上巳之祝義受ル　　
同四日
　
半晴
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同五日
　
曇昼後小雨
一、
 朝四っ半時比おるち
（平出）
御殿
江上ル、おかよ・おみち同道、止宿
之積相越
一、
 四っ半時過出勤○武州笹久保村質地出入及吟味○青山、 今日伝
（平
出）
奏屋敷引払候
ニ付、帰懸参申置、八っ時過帰宅
一、荒井清兵衛入来 逢　　
同六日
　
曇
一、
 朝四っ時比安藤正三郎ゟ文通、惣左衛門殿久々病気之処、今朝重体
ニ相成候段為知越、受取遣ス
一、右
ニ付、九っ時比ゟ
（平出）
御母様安藤
江被為入、七っ時比御帰有之
一、
 右
ニ付、今朝元締共呼寄差合 不快引之積申達、青山・斉藤
江出
勤断申遣ス
　　
同七日
　
雨夕止
一、
 朝五っ時過駕籠忍ひ
ニ而
安藤
江相越、一同逢、惣左衛門殿棺前
ニ而
焼
香いたす、内藤市十郎殿相越居、逢、九っ時過比帰宅
一、おるち方ゟ無為之事及承、ませ下候　　
同八日
　
半晴
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一、
 安藤惣左衛門殿内葬
ニ付、為代香中田力差遣、斉藤市之助・中間
壱人
者貸人之積遣、八っ時比ゟ参ル
一、
 松井助左衛門ゟ文通、八州取締懸浅野健蔵懸差免、右代柴田善之丞手付山口顕之進
江申渡候様、笠松在陣
ニ付、江戸着次第申聞候
様申越、右文通新五郎
江為相達候
一、
 おかよ・おみち迎之もの昼後遣、
（平出）
御殿ゟ夕七っ時比一同帰ル
　　
同九日
　
朝曇晴
一、今日ゟ例刻出勤、同断帰宅一、朝出前大熊善太郎入来、逢一、
 八っ時過ゟ出宅、久須美
江相越、佐渡守殿其外一同逢、七っ時過
退散○関
江相越、 逢、 今日
者家内仏参いたし候よし、 順三郎も参り、
逢、夜四っ時過帰宅
　　
同十日
　
半晴
一、
 例刻出勤○武州上尾宿焼死人落着申渡○山口瀬左衛門格式申渡○例刻帰宅
一、宗寿入来、逢　　
同十一日
　
雨
一、例刻出勤○帰住申渡有之、例刻帰宅一、
 安藤惣左衛門初七日逮夜
ニ而
、
（平出）
御母様安藤
江被為入候、昼後ゟ
御出、夕刻御帰
　　
同十二日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 安藤惣左衛門初七日
ニ付、駒込十方寺
江御母様御参詣、香奠
（平出）
御同人ゟ金百疋、 自分ゟ金百疋相備へ、 朝五っ半時比ゟ御出、 八っ半時比御帰
一、
 八っ時過出宅、駕籠
ニ而
駒込十方寺
江参ル、惣左衛門殿墓所廻焼香
いたす、法号
　　　
観了院殿心誉菊寿居士
　　
嘉永三戌年三月六日
　　
右相済、七っ半時過帰宅
　　
同十三日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 来ル十七日田安御門外於馬場、伜共弓馬見分有之候段、後藤一兵衛廻状昨日到来のよし、今朝差出ス
　　
同十四日
　
雨折々止
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 根村九郎右衛門伜重蔵入来逢、同藩馬役松崎登一郎も相越 夫々又逢、龍太 見分之節之乗馬引来 構内 場
ニ而
乗試いたす
− 150 −
史料紹介「関東代官竹垣直道日記」（３）
一、
 高橋平作ゟ文通有之、認メ置之一書
并古筆貸遣、小野勝右衛門供
便也
　　
同十五日
　
雨夕収
一、例刻出勤、頼合九っ時帰宅一、
 来ル十七日見分
ニ遣候段書付、自分登
（平出）
城不致候
ニ付出役差出、
小笠原信助出懸を頼、後藤一兵衛
江差遣候よし
一、
 昼後出宅、清岸院
江相越、
（平出）
御牌前焼香、院主
ニ逢、
（平出）
大量院
様
　
御墓拝礼、
（平出）
良篤院様同断、花月老人墓も拝ス、夕七っ時
過帰宅
　　
同十六日
　
雨
一、
 朝五っ半時過、下御勘定所
江出勤○深山右平太
ニ逢、浄法寺村普
請所之儀
ニ付、高橋平作
江之壱封相渡ス、
（平出）
御殿
江出ル、吉岡栄
之助
江問合如左
　　
一、芸術見分御札之儀、当人立帰御礼計之積
　　
一、当日奉行衆御逢有 、親共
者不出積
　　
 右之外廉々引合○御作事下奉行
（ママ）
安兵衛初
而逢、日光
（平出）
御
法事
ニ付、受取方申立置候御幕之儀五間
与有之候処、都
而四間之御
品
ニ付、 右
ニ付宜哉之旨申聞候間、 改候上
者、 其通
ニ而
可然旨及挨拶、
九っ時過帰○役所出勤○帰住申渡有 ○栗橋関所番嶋田勇次郎
江
御法事御用中上下勤申渡、例刻帰宅
一、
 明十七日弓馬見分之処、天気相
ニ付延引、替日十九日之儀も延引、
尚達有之旨後藤一兵衛廻状 出役持帰、青山
江廻達いたし候由
　　
同十七日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 八っ半時比出宅○荒井清兵衛明十八日甲州市川
江出立
ニ付、為暇
乞相越、為餞別清兵衛
江一位木刀懸一・妻
江品々遣ス、家内共一
同逢○豊田
江参ル、一同逢、正一郎
江龍太郎打太刀之義相頼、猶
夕飯被振廻、夜五っ 過帰宅
一、
 来ル廿日河内守殿於御役宅、 鎗術其外見分、 且奉行衆逢有之候段、廻状
　　
同十八日
　
雨終夜大雨
一、例刻出勤、八っ時過帰宅一、
 来ル廿日龍太郎見分出候段
并打太刀性名書付、出役を以
（平出）
御殿
江出ス
一、今堀
江打太刀之儀及文通
　　
同十九日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 明後廿一日
（平出）
右大将様駒場野
江為逐鳥狩被為成候段、例之通達
有之
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一、右
ニ付、強飯被下候、諸品見分いたす
一、
 明後廿一日
（平出）
公方様聖堂
江（平出）
御成、夫ゟ
（平出）
溶姫君様御住
居
江（平出）
御通抜
ニ付、両様出役之儀
　　　　
御鷹野方
江　　
六人
　　
御鳥見手付
江　
三十九
　　
右
ニ付出役割左之通
　　
青山
　　
加州
江弐人
　　
駒場
江拾人
　　
外
　　
取人
三四
人
　　
斉藤
　　
前同断
　　
外
　　
取人三人
　　
自分
　　
前同断
　　
外
　　
取人三人
一、三分連名
ニ而
同役拾人
江取人之義、一紙を以及懸合
一、今堀
江明日同人供之義
ニ付、及文通
一、明日出役割如左　　
駒場野
　　
小林其右衛門
　　
中山昇三郎
　　　
田代善八郎
　　
高木茂久左衛門
　
松野
　
斎助
　　
大沢辰次郎
　　　
鈴木尚太郎
　　　
飯沼
　
要輔
　　　
外三人
　　
柴田
　
幸助
　　
本庄
　
鉽
蔵
　　 　
取人
　　
加州出役
　　
山口瀬左衛門
　　
石井鑵之助
　　
同廿日
　
曇昼後ゟ半晴
一、
 今日松平河内守殿於御役宅、伜共御逢
并武術見分有之候
ニ付、龍
太郎も出、槍釼
柔
術杉浦正一郎
者打太刀、柔術
者今堀千五百蔵罷
出候
ニ付、右両人朝六っ半時前来ル、逢、朝飯振廻、龍太郎支度
いたし、服紗麻・本供
ニ而
打太刀同道、
ニ而
朝六っ半時過出宅い
たす
一、例刻早メ出勤、例刻帰宅一、明日駒場野
（平出）
御成、諸式見分いたす
一、
 明廿一日聖堂
江被為
（平出）
成、
（平出）
溶姫君様御住居
（平出）
御通抜
ニ付、
右為伺斎藤
（平出）
御殿
江出ル、明日加州
江者
青山出候積
一、駒場野
（平出）
御成
ニ付、八っ半時過出宅、股引半天、鎗計為持候
　　　
 但駒場野
（平出）
御成之節
者、麻羽織相用候由之説も有之趣
ニ付、
二分
江問合候処、不分明
ニ付両様共持参り、
　
御場先之様子及見
候処、勢子
并御供之向
者大躰麻伊達羽織、其余
者御老中始常之木
綿野羽織相用候事故、勿論木綿野羽織を相用ル
　　
 裏門ゟ柳原小川町雉子橋を入、代官町半蔵御門糀町五丁目岩城向ゟ左
江曲ル、赤坂御門火
□消
屋
□□
敷
江添青山宮様御門前、久保町
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善光寺門前、宮益町道元坂宮益町触頭名主与左衛門出迎、同人宅ニ而
休足、是ゟ案内之もの召連ル、駒場野御用屋敷前通、下北沢
村年寄正作宅
江夕七っ半時過着、泊、当村
者青山御代官所也○夜
九っ半時比起出、焚出所為見廻相越、泊ゟ四 計有之、八っ時過帰宿
　　
同廿一日
　
晴
一、
 朝五っ時比出立、駒場野
江相越、三角野末内之辺ゟ中丸
（平出）
御立
場大松下
江出ル、追々勢子之向相集、五っ半時過三田用水入方
江
相廻ル
　　　
御規定
　　
御供揃
　　　
五時
　　
御膳所
　　
御用屋敷
　　
若年寄
　　
右京亮殿
　　
御目付
　　
松下大学
　　
○伊勢守殿・大和守殿被相越候
　
　　
○朝四っ時前
（平出）
御成、三田用水御木戸口
ニ而（平出）
御目見致ス
　　
 右相済、裏手野道ゟ大松下木戸口
江廻ル、右木戸内
ニ而
御場拝見い
たす、
（平出）
御々御後の方
□
始
ニ自分・御畳之方其外地向集居、夫
ゟ中丸
（平出）
御立場
江被為
（平出）
入、右
（平出）
御立場辺
ニ而
御式拝見い
たす、四っ半時過御場引払、昼食
江相越昼食いたす、昼九っ時比
御用屋敷
（平出）
御入込
　
御成・還
　
御共
（平出）
御目見致ス
　　
 御膳所中御作事方詰所
江相越居、御畳奉行金田藤七郎・御作事方
者名前不存候もの共也、九っ半時過還
（平出）
御
　
御老中方御両人
者、
御薬園拝見被
　
仰付候よし、右御園中一寸拝見いたす、八っ時過
場所引払
　
赤坂御門
ゟ
出羽守屋敷前通ゟ桜田
江出、西丸下本町通
ゟ馬喰町、夕七っ半時比帰宅
一、龍太郎見分、昨日無滞相済候よし　　　
土佐守殿
　　
組頭
　　
河内守殿
　　
後藤一兵衛
　　
播磨守殿
　　
竹内清太郎
　　
 三人壱席
ニ而
御逢有之、着替武術見分相始候よし、龍太郎
者槍術御
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好有之、試合いたし候由、同役
者不残壱術ツヽ御好有之候趣、暮
合帰宅いたし候由、委細見分留記
ニ有之間略ス○今堀・杉浦
者同
伴いたし、酒飯振舞、夜五っ半時比一同帰候よし
一、
 明廿二日田安御門外於馬場、弓馬見分有之、朝五っ半時可罷出旨後藤一兵衛廻状到来、青山
江廻達いたし候由
　　
同廿二日
　
晴昼後少し過雨
一、
 弓馬見分
ニ付、龍太郎義朝五っ時比出宅、馬
□
ニ而
参ル、本供、青
山伜同伴いたす
一、例刻出勤、同断帰宅一、龍太郎義弓馬見分無滞相済、馬術
者好有之、夕七っ半時比帰宅
　　
同廿三日
　
晴
一、
 朝五っ半時過
（平出）
御殿
江出ル、龍太郎義奉行衆御逢
并武術見分相
済候御礼土佐守殿・河内守殿・播磨守殿
江申上ル、佐渡守殿今日
出勤之よし歓
并右御礼をも申上ル○鈴木尚太郎学問之義申上書付
後藤一兵衛
江出ス、九っ時過帰ル○役所出勤、例刻帰宅
　　
同廿四日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 八っ時出勤○佐渡守殿
江参ル、一昨日出勤被致候歓申述ル、七っ
時過退散○関保右衛門方
江参ル、明後廿六日
（平出）
日光御宮御修復
御用出立
ニ付、暇乞いたす、夕飯被振舞、夜四っ時過帰宅
一、
 龍太郎馬見分之節之借受候馬挨拶、豊前守馬役
江金五百疋・根村
十蔵
江丹後嶋袴地一反、連吉を以遣ス
　　
同廿五日
　
晴昼後少過雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 杉浦正一郎方
江連吉使者
ニ而
見分、打太刀挨拶申遣、小倉袴地一反
遣ス、留守之よし
　　
同廿六日
　
半晴
一、
 朝五っ半時過出宅 下御勘定所
江出ル○野州那須郡村々荒地起返
継年季伺、減米永之儀
ニ付申上書一通
并伺書下ケ札取調持参、高
橋平作
江出ス、九っ時過帰○役所出勤帳外申渡有之、例刻帰宅
一、
 三岡兵助相越止宿
一、関保右衛門今朝日光出立いたす　　
同廿七日
　
晴風
一、
 例刻出勤、同断帰宅○武州杉戸宿百姓彦助問屋名主兼帯願之通申付、親長左衛門心得方之儀村役人共其外一同
江申諭ス
一、三岡兵助今朝逢、同人娘も逢　　
同廿八日
　
雨
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一、青山ゟ口上
ニ而
今日小菅出役いたし候段申越、承知之旨申遣
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同廿九日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、松坂屋隠居みさ事ゑい来、両人共逢遣ス一、高木茂久左衛門
江金四包渡遣ス
一、
 近々
（平出）
右大将様
　
御成御沙汰
ニ付、明晦日四時西丸
江罷出居候
様御目付ゟ奉行衆
江達有之候段、御鷹野方詰番申聞ル
　　
同晦日
　
快晴
一、
 朝五っ半時西丸登
（平出）
城、四っ時過新部や申合有之、
（平出）
右大
将様近々目黒筋
（平出）
御成御沙汰、御供揃六っ半時之旨其外例之
通相済、九っ時過帰○役所出勤○元〆共浅野健蔵・三岡兵助身分之儀申聞ル 八 比 宅
一、勝安兵衛入来、逢　
四月朔日
　
晴
一、
 朝五っ時登
（平出）
城、月並御礼申上ル○河内守殿明後三日日光
　
御法事御修復御用兼出立
ニ付暇乞申述ル、四っ半時比退出○河内
守殿
江為暇乞申述ル、四っ半時比退出○河内守殿
江為暇乞罷越、
大草・吉田同道、用人
ニ逢申置、九っ時過帰○役所出勤、例刻帰
宅
一、杉浦正一郎入来、逢　　
同二日
　
晴
一、御金蔵番同心吉川友次 初
而逢、市村丈右衛門姪婿之よし
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 今日六っ半時之御供揃
ニ而（平出）
右大将様目黒筋
　
御成、玉川鮎御
猟有之、斉藤昨夕出役
　　
同三日
　
晴
一、朝関口謙助入来 逢一、例刻出勤、帳外申渡、例刻帰宅一、松坂屋利兵衛来、逢一、篠崎直一逢断　　　　　　　　　　　　　　　　　　
武州埼玉郡船渡村
　　 　
百姓
　
権兵衛
　　
 右去月廿三日伊勢守殿
江駕籠訴いたし候由を以、播磨守殿ゟ今日
手代呼出有之、訴状一同引渡有之候
ニ付宿預申付、村役人呼出為
差遣候
　　
同四日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅
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一、
 龍太郎、勝安兵衛父子同道角力見物
ニ参ル、夕刻帰ル、勝父子来、
逢
一、今夜四っ半時焚出場見廻ル　　
同五日
　
快晴
一、
 今四っ時御供揃
ニ而
吹上御庭
江被為
（平出）
成、右衛門督殿屋形
江（平出）
御立寄
ニ付、為御先勤五っ時出宅、田安屋形
江出役、四っ時比
（平出）
御入込、例之通昼夕懸合之料理出ル、暮六っ時過還
（平出）
御、六っ
半時過帰宅
　　
同六日
　
快晴
一、
 今日御取箇之儀
ニ付呼出、岡田利喜次郎廻状、昨夜到来之由役所
ゟ申出ル
一、
 右
ニ付、朝五っ半時過出宅、下御勘定所
江出勤、元御代官所・当
分御預所武州・下総・下野国去酉御取箇伺之通可相極旨、奉行衆被仰渡候段竹内清太郎申達、差引高橋平作、自分・林部・大草其外在陣・御預所役人共も出ル、九っ時過帰、役所出勤○武州大宮宿変死人取片付落着申渡・帳外 渡有之○伊勢守殿日光往復之節道筋、御料所農業心得方之儀竹内清太郎
江河内守殿ゟ噂有之、青
山
江申談候儀同人ゟ話有之、出役之者も心得方申遣、小林藤之助
手代呼寄演舌いたし、自分方出役 もの
江申遣候趣写渡遣ス○昨
日
（平出）
御成之諸色見分いたす、八っ時過帰宅
一、亀里義之助入来、初
而逢
一、おたの
（平出）
御殿ゟ芝居見物
ニ参、夜
ニ入参泊ル
　　
同七日
　
曇夕雨
一、例刻出勤○帰住申渡有之、同断帰宅一、昼後おたの
（平出）
御殿
江上ル
　　
同八日
　
朝微雨曇夕晴
一、
 例刻出勤○十手・取縄貸渡方心得書上取調青山打合済、林部
江為
相廻候、 断帰宅
一、青山ゟ脇差料差越、文通及返書一、松村文蔵来 逢一、浅井宗寿同断　　
同九日
　
晴昼後曇
一、例刻出勤、同断帰宅一、おきく十方寺
江安藤惣左衛門殿為墓参参ル、昼前帰候よし
一、
 今日御納戸佐々井半十郎 ・ 支配勘定山内総左衛門御代官被
　
仰付、
同人
者自分・半十郎
者勝田次郎
江伝達番、土佐守殿申渡有之、差引
後藤一兵衛自分名代出懸り林部相勤候段出役罷出 申聞ル
一、右
ニ付、惣左衛門方
江小林其右衛門・柴田幸助差遣ス
一、昼後山内惣左衛門相越初
而逢、及演舌
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一、久須美順三郎八っ半時比ゟ相越、暮六っ時過帰ル　　
同十日
　
曇時々微雨
一、
 朝五っ半時登
（平出）
営、山内総左衛門
江御役成
ニ付、差出候書物之
儀心得方及演舌○御普請役斎藤乙三郎ゟ伊勢守殿日光帰路栗橋隠見分之儀、川々之分壱筋ツヽ御番所前
江差出置候様、其外話有之、
九っ時過帰○役所出勤、例刻帰宅
一、御母様駒込十方寺
江御参詣、昼後御帰
　　
同十一日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、今明六っ半時前之 供揃
ニ而
浜御庭
江被為成候
ニ付、斎藤出役
一、佐々井半十郎吹聴入来、逢　　
同十二日
　
快晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、丹羽左近家来
江漣平ゟ問合、挨拶為遣候
一、
下（武蔵）
総
国船渡村権兵衛、伊勢守殿駕訴状下ケ及察度
　　
同十三日
　
晴
一、朝飯沼直助肴持参、初
而逢、移遣ス
一、
 例刻出勤○山内惣左衛門ゟ出役を以品々問合有之、及挨拶○斎藤
不快
ニ付、頼合○例刻帰宅
一、山内惣左衛門
江昇三郎遣、明後日月並御礼出候様申遣、挨拶申越
一、関捨四郎
江文通、留守見廻、今朝到来之交肴遣ス、受取来
　　
同十四日
　
晴
一、朝山内惣左衛門入来、逢一、関捨四郎入来、逢一、朝四っ時過出勤、例刻帰宅一、
 八っ時比ゟ出宅○松本十郎兵衛
江立寄申置○留守宅
江参ル、跡ゟ
おきく・おかよ・おみちも参、両土蔵調物いたす、夕飯を食、夜五っ時過一同帰宅
一、
 後藤一兵衛ゟ文通、
□
鉄砲御関所証文可相渡
ニ付、明日
（平出）
御殿
江出候様申越、月並御礼無之、表向四っ時揃候間、同役
江も通達
いたし候様申越、二分
江通達いたし候よし
　　
同十五日
　
晴
一、
 朝五っ半時登
（平出）
営、下御勘定所
江出ル○高橋平作ゟ大熊元支配
所百姓地差越候儀、立合御預所之方
ニ而
直
ニ調候様青山
江申通方申
聞ル、承知候旨及挨拶○
（平出）
御殿
江出ル、月並御礼無之、謁
者有
之由
ニ候得共、不相廻○自分鉄砲御関所通御証文壱通、後藤一兵
衛ゟ相渡、受取○豊田
ニ面会、四っ半時過退出、鈴木・戸田同道
○山内総左衛門
江御役成歓申置○大森善次郎同断○九っ時過帰○
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役所出勤、青山・斎藤共出勤無之○青山代帳外申渡致ス○青津等左衛門
江平作談之趣申達ス、例刻帰宅
一、
 右今朝登
（平出）
営、 懸伊勢守殿来ル十九日日光発駕
ニ付、 為暇乞罷出、
玄関
江申置
一、昼後千住出火　　
同十六日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同十七日
　
曇
一、神祖御祭礼
ニ付、役所休日
一、安藤正三郎入来逢、墓碑之儀頼受、承知之旨及挨拶　　
同十八日
　
半晴
一、
 朝犬逐物犬之儀
ニ付、御勝手方組頭ゟ申越候義
ニ付、承り
ニ来、逢、
心得方申遣ス
一、例刻出勤、同断帰宅一、大熊善太郎ゟ内祝餅、結状
ニ而
到来
　　
同十九日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、杉浦正一郎来 逢
　　
同廿日
　
晴風
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同廿一日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、大猶院様御法事済、惣 仕有之、青山出ル一、昼後丹羽揚善入来逢、玉子一箱送ル一、
 大坂鈴木町御役宅設楽八三郎方
江預ケ置候鉄砲為請取、御老中方
連印御証文為持、侍斎藤万之助大坂表
江差遣、今朝五っ時出立
　　　
○坂本鉉之助
江書状、おきくゟ妻
ニ文
并品物相送ル
一、
 設楽八三郎
江書状
并革下緒一箱、今日飛脚便十日限を以、役所ゟ
差立ル
一、
 安藤惣左衛門殿為遺物
（平出）
御母様
江火鉢一・銀喜勢留一・金弐枚、
自分
江国華帖巻物一箱、正三郎ゟ相達、近日七々日相当
ニ付、志
重之内蒸菓子到来
ニ付、 自分ゟ挨拶、 及書通、 且此間被頼候墓碑銘、
使
江為持遣候
　　
同廿二日
　
晴昼比過雨雷気
一、朝例刻早メ出勤○帳外申渡有之、四っ半時過帰宅一、
 大猶院様二百回御忌
ニ付、今朝
（平出）
右大将様
（平出）
御成有之、右為
拝礼、青山・斎藤同伴、早昼
ニ而
上野
江相越、熨斗目半袴着用、黒
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門外
ニ而
鑓為待置、二天門
ニ而
箱為待置、清草履脱替、勅額御門
ニ而
刀を為持置、手水を遣相進、御霊屋御縁頬
ニ而
拝礼、御階下
ニ詰居
僧
江手札差出、退散、途中大雨
ニ付、下谷
ニ而
斎藤縁者之方
江立寄、
支度いたし、九っ半時過帰宅
　　
同廿三日
　
曇
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同廿四日
　
晴
一、例刻出勤○林部善太左衛門詰所
江来逢、例刻帰宅
一、林部善太左衛門入来、申置候由一、安藤惣左衛門殿四十九日
ニ付、
（平出）
御母様駒込十方寺
江御参詣
一、
 御殿ゟひわ下候、おるちゟ先般宿下いたし候礼申越 自分
江菓子
具一箱・おきく
江火入十能一送ル
　　
同廿五日
　
曇
一、
 柴田善之丞ゟ借受手付山口顕之進義、 今朝関東在々取締出役申渡、今日評定所
江差出ス
一、朝関口謙助来、逢一、例刻出勤、同断帰宅一、ひわ昼後おるち部屋
江上ル
一、自分役所退散之比ゟ少々不快之気味
　　
同廿六日
　
半晴昼後雨
一、
 自分昨夜ゟ発熱悪寒有之、下痢いたす
ニ付平臥、青山
江頼合、及
書通引込
一、浅井宗寿呼寄、昼後来診察服薬一、
 山内総左衛門入来、伜義明日被為
（平出）
召候由、
（平出）
御目見之儀
ニ
付品々書面を以問合有之、右書面
江挨拶認遣ス
　　
同廿七日
　
晴
一、自分不快同篇之内、昨日ゟ熱気少醒平臥一、其右衛門・新五郎・茂久左衛門様躰聞
ニ来、逢
一、宗寿来一、勝安兵衛 不逢一、
 山内総左衛門伜同道来、今日
（平出）
御目見相済候吹聴申聞ル、不
逢
　　
同廿八日
　
雨
一、自分不快、少々快方平臥一、宗寿来一、松平筑前守使者を以、八講布五疋相贈ル　　
同廿九日
　
雨
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一、自分不快、少々快方平臥一、宗寿来一、青山・斎藤
江文通、去々廿六日之表門張訴弐封廻ス
一、茂久左衛門来逢、淀
江預金之義申聞ル
一、津軽越中守使者
ニ而
金弐百疋・干鯛相贈ル
　　
五月朔日
　
半晴
　
入梅
一、自分平臥快方一、宗寿来一、朝昇三郎
江茂久左衛門
江可渡金子渡
一、山内総左衛門ゟ文通、真岡一反・肴到来　　
同二日
　
半晴
一、自分快方一、斎藤見廻
ニ来、申置
一、青山ゟ柏餅到来、及返書　　
同三日
　
曇
一、自分快気一、宗寿来　　
同四日
　
雨
一、
 自分全快
ニ付、朝例刻早メ出宅、斎藤
江罷越、不快中見廻呉候挨
拶申置、夫ゟ出勤○近々橋場筋
（平出）
右大将様
　
御成御沙汰
ニ付、
御規定伺として、斎藤西丸
江出ル、九っ時過帰宅
一、青山
江文通、柏餅遣ス
一、
 山内総左衛門
江過日之返書、為挨拶扇十本送ル、且演説書壱冊遣、
返書来
　　
同五日
　
曇昼ゟ晴
一、
 朝六っ半時過出宅○阿部伊勢守殿去ル二日日光表ゟ帰府、御歓式台
ニ而
申置、通、用人服部九十郎
ニ逢、設楽八三郎 ・ 小堀勝太郎去々
申・去酉御年貢皆済御届 両通ツヽ差出ス○大岡主膳正殿
江通、
用人中久喜千司
ニ逢、前同断御届書両通ツヽ差出ス、登
（平出）
城、
於御席端午御礼申上ル○豊田栄次郎ゟ談、中根伊之助知行新開場一件之義
ニ付、自分方伺申之廉有之云々、明日佐渡守殿
江手代呼
出之儀
ニ付談有之、四っ半時過退出○松平河内守殿一昨三日、日
光表ゟ帰府
ニ付為歓相越申置、斎藤其外同伴、九っ時過帰宅
一、小林其右衛門
江右之趣申達
　　
同六日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 朝六っ半時之御供揃
ニ而
、
（平出）
右大将様橋場筋
江被為
（平出）
成、出役
禄平
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一、朝杉浦正一郎入来、逢　　
同七日
　
晴八っ時過ゟ雷雨
一、
 朝久須美佐渡守殿為病気見廻相越、一同逢、九っ時退出、役所出勤帳外申渡有之、例刻帰宅
一、勝亀三郎入来、逢　　
同八日
　
半晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 暮六っ半時比、日本橋四日市ゟ出
立（火力）
、東北風
ニ而
中通辺類焼、翌
朝
ニ到り鎮火
　　
同九日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 おるちゟ兼
而頼置候水戸殿文武忠孝之絹地御額、今朝御染筆姉小
路方
江到来、小倉ゟ相渡候由
ニ而
差越ス
一、夕刻三岡兵助着致候よし　　
同十日
　
晴
一、
 朝佐々木循輔方
江相越逢、来ル十三日近海見分出立之よし、暇乞
致ス、井上新右衛門落付逢、途中迄同道帰宅
一、例刻出勤、同断帰宅林部来逢
一、 三岡兵助見習申渡　　
同十一日
　
晴
一、
 朝五っ時出立、石河土佐守殿明後十三日近海見分
与して出立
ニ付、
為暇乞相越、用人
江申置、下御勘定所
江出ル○山口顕之進手付替
願書、柴田岩太郎
江頼出ス、
（平出）
御殿
江出ル、土佐守殿・循輔
江暇
乞申述ル 九っ時退出○役所出勤、弁当、例刻帰宅
一、御殿ゟひわ下ル 即日上ル　　
同十二日
　
曇夕雨
一、例刻出勤、帳外申渡有之、同断帰宅　　
同十三日
　
雨昼ゟ晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、近海見分向々今朝出立、青山も今朝出立一、関捨四郎
江文通、返書来
　　
同十四日曇時々雨
一、例刻出勤、同断帰宅、帳外申渡有之一、登一郎ゟ呼出切紙来、明十
五（日脱力）
五
時
（平出）
御殿
江可罷出旨申越ス
　　
同十五日
　
曇少雨
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一、
 朝五っ時下御勘定所
江出勤、柴田善之丞名代相心得、山口顕之進
名代召連罷出候、自分手付
江手付替被
　
仰付候段奉行衆被仰渡候
段当人
江小高登一郎申渡○
（平出）
御殿
江出ル、月並御礼申上ル○御
誕生日
ニ付、於御例席御酒被下御餅頂戴○山口顕之進手当渡方河
内守殿被申渡、差引登一郎○青山禄平明日被為
　
召、申渡名代吉
田条太郎相勤、其段申聞ル○斎藤同道九っ時帰○
　
役所出勤、例
刻帰宅
　　
同十六日
　
雨夕止
一、
 為青山禄平名代、朝五っ時登
（平出）
城○当春参向之公家衆御馳走
御賄御用相勤候
ニ付、拝領物被
　
仰付候段御老中御列坐、伊勢守
殿被仰渡、若年寄衆侍坐 巻物五拝領、差添奉行衆外御用
ニ付、
御目付三宅市右衛門、差引御目付大久保市郎右衛門出ル、拝領物者青山出役
江相渡、参向懸手付・手代御褒美申渡有之、青山名代
致ス、河内守 申 差引藤助○参向懸組頭藤助其外一同
江拝
領物有之○勝田次郎場所替拾万石高、林部善太左衛門・福田八郎右衛門居成壱万石増地ツヽ、藤方彦市郎場所替壱万石増地 嶋帯刀銀山御褒美金二枚時服二拝領いたす、九っ時過帰○勝田
江歓
通、岡本弥一郎
ニ逢申置、林部歓申置、九っ半時過帰○役所出勤、
八っ時過帰宅
　　
同十七日
　
雨夕収
一、例刻出勤○林部来、逢、同断帰宅一、勝田・林部吹聴来、申置　　
同十八日
　
曇
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 尾張前大納言殿逝去
ニ付、為伺御機嫌
伺
（衍字カ）
明十九日惣出仕、御家
門之外
者西丸不及出仕、普請今一日・鳴物七日停止御書付出候段
奉行衆廻状来
一、右停止触支配所
江出ス
一、
 藤方彦市郎
江壱封、今般増地之歓肩衣地目録、先般自分歓挨拶、
更紗服紗一入差立方申付ル
一、昼後斎藤万之助義大坂ゟ帰着　　　　
十文目玉鉄砲
　　
四挺
　　
内壱挺高木茂久左衛門分
　　
六文目玉同
　　　
弐挺
　　 　　　　　　
外鉄砲之具
　　
三匁五分玉同
　　
弐挺
　　
 右持参、当月四日大坂着、五日在坂、同六日出立、昨夜程ヶ谷泊之由○当月十日今切関所
江相越、御証文差出候処、番人五味左織
申聞候
者、定例今切関所計之御証文
ニ候処、箱根も宛所有之候
者違
例
ニ者
候得共、 御証文之通取計候
ニ付候旨申之、 鉄砲改いたし候上、
御証文相渡候
ニ付受取、同月十五日箱根関所
江罷越同様申出候処、
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是又違例
ニ者
候得共、取計候義之旨申聞、鉄砲改いたし、御証文
者
右改いたし候番人立木一左衛門
ニ相渡、相通来候段申聞ル○右便
坂本鉉之助ゟ壱封、家内より文
并扇差越ス
一、順三郎
江文通、艾縄廿筋遣、返書燭台一・玉瀾一幅返ス
　　
同十九日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅○林部来逢○斎藤ゟ文通、頼合申越ス一、
 斎藤
江連平遣、 孫女不快尋遣候処、 今日病死いたし候由申越ス
ニ付、
夕刻同人を以悔申遣ス
　　
同廿日
　
雨
一、例刻出勤、同断帰宅○出懸斎藤
江罷越、孫女病死悔申置
一、朝出前茂久左衛門出ル、用談　　
同廿一日
　
曇
一、
 朝五っ半時出宅、下御勘定所
江出ル、
（平出）
御殿
江出ル○後藤一兵
衛
江鉄砲通御証文、宛所之儀申談候処、昨日御老中衆御消印之上
御同朋頭を以御下相成、無故相済候由、右証文一覧いたす、九っ時過帰○役所出勤、斎藤今日ゟ出ル、例刻帰宅
一、山内総左衛門来 逢一、
篠
篠崎直一郎逢、身分之儀申聞ル
一、松村文蔵来、逢
　　
同廿二日
　
曇
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 青山ゟ文通、近海見分御用済
ニ而
、今日帰府いたし候由、土産品
川煎餅到来、及返書、移更紗風呂敷一遣ス
　　
同廿三日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅○斎藤不快頼合申越一、
 青山ゟ文通、此程伝
　
奏御褒美名代挨拶
与として、肴代金弐百疋
差越、及返書
一、内藤茂之助留守見廻侍使、口上
ニ而
煎餅一籠遣ス
　　
同廿四日
　
曇
一、
 例刻出勤○帳外申渡有之○林部来逢○同断帰宅○嘉祥廻状来罷出候段記し、為廻候
一、
 斎藤
江文通、孫女初
七（日脱力）
待
夜
ニ付、霊前
江干物遣ス、不快之由、妻ゟ
奥
江礼申来ル
　　
同廿五日
　
曇時々雨
一、林部ゟ文通、白絽上下地一・嶋絽袴地二差越 受取返書一、例刻出勤、同断帰宅一、斎藤
江文通、嶋絽袴地為持遣、一具留メ一具戻ス
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一、杉浦正一郎来、逢　　
同廿六日
　
曇
一、朝大森善太郎入来、逢一、例刻出勤○藤方彦一郎
江之一封、其右衛門
江渡ス、同断帰宅
　　
同廿七日
　
雨昼後晴
一、山口顕之進来、逢一、出懸斎藤
江立寄、不快見廻申置○例刻出勤、同断帰宅
一、宗寿来逢一、
 林部
江文通、絽上下地・嶋絽袴地代遣、立会役所出勤之もの頼届
候積
　　
同廿八日
　
曇昼後雨
一、
 例刻出勤○鴻巣宿役人・百姓代一同申合可相勤旨申渡、取締向心得方之儀申諭 中山
誠（郎脱カ）
一
江八州廻新規入人
者扶持方弐人扶持差遣
候積之旨申聞置○林部来、逢○例刻帰宅
一、斎藤
江文通、林部
ニ届候もの遣ス
　　
同廿九日
　
雨風
一、朝斎藤来申置、今日ゟ出勤一、例刻出勤、同断帰宅
六月朔日
　
雨
一、
 朝五っ時過登
（平出）
城、 月並御例申上ル○龍太郎徳丸ヶ原
ニおゐて、
近町打御届書
并鈴木尚太郎長崎奉行手付明跡願書、後藤一兵衛
江
出ス、斎藤同道退出○豊田藤之進ゟ川嶋奥六御抱入願書、増田作右衛門ゟ差越候
□受取
由
ニ而
、近日差出方之儀内頼
ニ付、受取四っ
半時過帰○役所出勤、例刻帰宅
一、斎藤
江忠広刀為見
ニ遣ス
　　
同二日
　
曇少雨
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同三日
　
雨昼後曇
一、
 朝五っ半時過出宅、下御勘定所
江出ル○増田作右衛門手付川嶋奥
六新規御抱入願書小高登一郎
江出ス、岡田利喜二郎月番之処、今
日於吹上
ニ犬逐物上覧
ニ付、割
ニ相成、出勤無之候間、登一郎
江出
ス○九っ時帰○役所出勤、例刻帰宅
一、豊田
江文通、奥六願書差出候義申遣ス
　　
同四日
　
半晴
一、
 例刻出勤○新部屋申合有之、青山登
（平出）
城、近々紀伊殿新銭座
屋敷
江被為
（平出）
成、浜御庭
　
御通抜之旨被
　
仰出有之、例刻帰宅
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一、斎藤ゟ忠広刀戻ル　　
同五日
　
晴
一、
 朝五っ半時過出宅登
（平出）
城、明六日六っ半時前御供揃
ニ而
、徳川
菊千代殿芝屋敷
江被為
（平出）
成、浜御庭御通抜
ニ付、御目付井戸鉄
太郎
江面会、例之通御賦向其外用意いたし候段申達置、九っ時過
帰○役所出勤○帰住其外落着物数口有之、申渡○明日大川筋
（平出）
御成
ニ付、諸式見分いたす、遅メ帰宅
一、
 塚越藤助文通、御目付方御賦向之儀達書差越、御鷹野役所
江相達、
三名
ニ而
返書遣ス
　　
同六日
　
晴
一、
 大川筋漁猟
（平出）
上覧、芝銭座菊千代殿屋敷浜御庭御通抜
ニ付、暁
七っ時出宅、 明六っ時過木挽丁焚出場見廻、 鷹野方召連、 明六っ半時紀州屋敷
江相越、朝五半時
（平出）
御着船、
（平出）
御成還御供例之
通
（平出）
御目見致ス、詰所屋敷内長屋下宿芝神明辺町敷借受ル、
小普請方黒坂丹助出役、終日庭
　　
○御供揃、六っ半時前龍ノ口
（平出）
御乗船、還
（平出）
御、浜御
　　
庭ゟ陸路
　　
○御老中伊勢守殿・備前守殿
　　
○若年寄主膳正殿
　　
○御側丹波守殿・播磨
　　
○八っ半時紀州屋敷還
（平出）
御
　　
 右相済、紀州殿屋敷庭向
并（平出）
御坐所其外処々見物、丹助同道、
夕七っ時同船 、浜ゟ乗船、七っ半時過大根河岸上陸、帰宅
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同七日
　
曇朝雨
一、例刻出勤、帳外其外申渡有之、同断帰宅　　
同八日
　
晴
一、例刻出勤○林部来、逢○同断帰宅　　
同九日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、
 八っ時出宅○久須美一同逢、 佐渡守殿昨日ゟ出勤有之候由○関通、捨四郎
江逢○留守宅用向相弁、暮六っ時帰宅
　　
同十日
　
晴風
一、天皇祭礼
ニ付、役所休日
一、
 早朝
（平出）
御母様青山
江被為入、おみち被召連祭礼御見物、六っ半
時比御帰
　　
同十一日
　
晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、龍太郎武州西台徳丸原為町打稽古、昼後出立いたす　　
同十二日
　
晴
一、明六っ半時過出宅、暑気見廻　　
○池田播磨守殿
　　　
○山本新十郎
　　
○松平河内守殿
　　
○田口加賀守
　　
○掘田紀伊守殿
　　
○岡田利喜二郎
　　
○戸田久助
　　　　　
○羽田龍助
　　
○都筑金三郎
　　
右申置、五っ半時過帰宅
一、例刻出勤、同断帰宅一、役所今日ゟ割出勤一、龍太郎徳丸町打相済、夜四っ半時過帰宅　　
同十三日
　
晴
一、朝五っ時前出宅廻勤　　　
大和守殿
　　　
和泉守殿
　　　
但馬守殿
　　
越中守殿
　　
右京亮殿
　　
山城守殿
　　
安芸守殿
　　
備前守殿
　　
玄蕃頭殿
　　
伊賀守殿
　　
伊勢守殿
　　
主膳正殿
　　
 右相仕廻、 下御勘定所
江出、
（平出）
御殿
江出ル、 九っ時帰○役所出勤、
例刻帰宅
　　
同十四日
　
晴
一、朝五っ時前出宅、暑気見廻
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○松本重郎兵衛
　　　
○柑本兵五郎
　　
○本多寛司
　　　　　
○関保右衛門
　　
○鶴小十郎
　　
○田中庄次郎
　　
○久須美佐渡守殿通
　　
右相仕廻、四っ時過帰○役所出勤、例刻帰宅
一、早朝高梨兵左衛門暑中見廻
ニ参、出懸逢
一、杉浦正一郎留守
江入来、通候由
一、青山
江文通、暑気見廻肴遣、返書来ル
　　
同十五日
　
晴曇立
一、山王祭礼
ニ付、役所休日
一、今朝おかよ・おみち祭礼為見物、山下町
江遣ス、昼前帰ル
　　
同十六日
　
半晴時々小雨
一、
 朝五っ時過登
（平出）
城、嘉祥御規式於御席ヨリミツ頂戴、九っ時
過帰宅
一、役所休日一、関捨四郎入来、逢一、
 安藤正三郎
江文通、明日惣左衛門百ヶ日に付、霊前
江道明寺相備、
返書来ル
一、斎藤
江文通暑気見廻、麦粉・刺鯖相送ル
　　
同十七日
　
半晴時々小雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、自分少々中暑　　
同十八日
　
曇
一、自分中暑
ニ付役所頼合、青山
江及書通
一、豊田藤之進来、逢一、
 安芸守殿・右京亮殿
江暑中見舞、家来
江文通アンヘら一枚ツヽ、
菓子一折ツヽ相贈ル、安芸守殿ゟ
者養老酒一陶到来
一、宗寿来 逢　　
同十九日
　
晴
一、自分快気一、例刻出勤、同断帰宅一、後藤 兵衛
江文通、暑中見廻、汁粉一折・円座一枚遣ス
一、青津等左衛門ゟ暑気見廻品物到来、移品遣ス　　
同廿日
　
半晴夕雷雨
一、例刻出勤、同断帰宅　　
同廿一日
　
朝雨夕半晴
一、朝役所頼合之儀、斎藤
江及文通
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一、朝五っ時出宅、暑気見舞　　
○石尾彦四郎
　　　
○森川兵助
　　
○大沢三七郎
　　
○岸本金八郎通
　　
○丹羽左近
　　　　
○小泉次太夫様通弁当
　　
○中野又兵衛
　　　
○高山文蔵
　　
○大熊善太郎
　　
○古山善一郎
　　
○久貝因幡守
　　
○竹内清太郎
　　
○河野七太郎通
　　
○石河土佐守殿
　
○松井助左衛門
　　
○大森善次郎
　　　
○大草太郎左衛門
　　
○後藤一兵衛
　　
○築山金八郎
　　
○川嶋才右衛門
　　
○塚越藤助
　　
○小高登一郎
　　　
○室田
次与左衛門
郎
　　
○赤木唯五郎
　　
○豊田藤之進通留守
　　
○勝安兵衛通
　　
○成瀬藤右衛門通
　　
○佐々木循輔
　　
○内藤茂之助
　　
右相仕廻、夕七っ半時過帰宅
　　
同廿二日
　
晴
一、
 朝五っ時出宅、斎藤同伴
（平出）
有徳院様百回御忌
ニ付、上野
（平出）
御
霊屋
江拝礼、小普請方定小屋
ニ而
休足、五っ半時過帰宅
一、例刻出勤、同断帰宅
　　
同二三日
　
曇夕少雨
一、朝大沢三七郎入来、逢一、
 朝五っ半時過下御勘定所
江出ル、吉田半左衛門
江貯穀拝借伺之儀
及談、四 帰○役所出勤、例刻帰宅○下総国山崎村伊左衛門不法一件吟味、同人入牢申付ル○武州弥兵衛村源左衛門及乱妨候一件、一通及
一、御母様夕刻ゟ大沢別庄被為入、夜御帰一、御取箇方ゟ明日呼出来　　
同廿四日
　
半晴
一、
 朝五っ半時過下御勘定所
江出ル、定免伺三冊相済、小高登一郎相
達四っ半時過帰、岡田利喜二郞
江貯穀拝借伺之儀及談○役所出勤、
例刻帰宅
一、ひて来、逢一、
 御廉中様今午上刻
（平出）
御逝去被遊、明廿五日
（平出）
御本丸・西丸
惣出仕鳴物普請停止急廻状来
一、武州鴻巣宿藤八事幸助吟味筋有之に付、溜預極、入牢申付ル　　
同廿五日
　
曇
一、
 朝五っ半時過登
（平出）
城、
（平出）
御機嫌伺謁
ニ出ル、九っ時過帰○役
所出勤、例刻帰宅
一、
 御廉中様御逝去
ニ付、 普請
者来ル廿
七
八日迄、 鳴物
者来月三日迄停止、
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且西丸
江明廿六日惣出仕、
（平出）
御本丸
江不及出仕旨急廻状来ル
　　
同廿六日
　
曇冷気
一、例刻出勤、同断帰宅○林部来逢一、杉浦正一郎入来逢、夜帰　　
同廿七日
　
半晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、伴杢大夫方
江漣平遣、菓子一折相贈ル
一、酒井右京亮殿ゟ暑中見廻、泡盛二陶到来、及返書一、山内顕蔵入来、逢断　　
同廿八日
　
半晴
一、例刻出勤、同断帰宅一、堀田紀伊守殿
江暑中見廻、泡盛二陶相贈ル
一、岸本様・小泉様
江呈書、暑中見廻呈品
　　
同廿九日
　
曇
一、例刻出勤、同断帰宅一、堀田紀伊守殿ゟ昨日之返書、鶏卵到来、及再答一、朝川嶋奥六入来逢一、さき、花月堂娵召連来 初
而逢
　　
同晦日
　
曇夜雨
一、例刻出勤、同断帰宅一、青山ゟ小□瓜到来、及返書一、小泉様ゟ御書、菓子到来、御返書上ル一、夕刻ゟ采石入来逢 夜四っ時 ル一、
 御簾中様御出棺、七月三日辰上刻御牌号
（平出）
澄心院様
与奉称候旨
御書付廻状来ル
